











































































個に算出する。さらに支払利息の勘定，営業経費 (ChargesGenerall) の勘定 [117丁]，販








る。 8月には 1日， 14日， 23日， 26日， 27日，そして31日の記入が2口あった。 11月には 3日，
4日のものが 3口， 6日， 9， 10日，そして30日には 6口の記入があった。 12月には 6日， 8 
日， 16日， 17日， 23日， 29日，そして31日には，これはなんと11口ある。翌年1月分も 121丁
に記入されているが， 6日， 25日， 27日， 29日が 3口，そして31日の記入がある。
ここで借方側のページが満杯となって次ページに繰り越す必要が出てきた。借方ページの最






ついてや 260丁となるが， この金額が， 1669年 1月31日づけで Tothe former Accompt for 








に By the following accompt the ballance of this borne over to folio 353・・・・・・と記され
ている。これも繰越しの文言であるが，バランスさせるために記入しているのであった。
353丁の借方。これは 1260丁からここに繰越された前勘定の残高J(To Ballance， of the 









406了にはまず借方にくり越し記入がなされる。 Tothe fformer accompts for the Ballance 
thereof brought hothee from 353とし寸摘要が書かれてし情。
{昔方に11項目，貸方に 4項目書かれるなかで，純利益があがってくるが，貸方の冒頭にある





























のフォリオ全体に散在する記入である。その一つは1669年 6月30日づけの To:Thea， posts; 




















旧会社の J元帳 (1694年 7月より 1703年8月〉の勘定の多くは新会社との調整のため締切ら
れていないともいわれる(IORのガイド・ブック)0 K元帳も同様であるが損益勘定が奇妙








とL、うものが圧倒的に多い。借方側には ByOwners of the Madrass for advance of money 
sca回一…とし、う貨幣貸付分の増加である。




れは摘要として， to Dividend Leger accot. ordered to be paid ye Adventurer at Several 
timesと記されている。また関税勤定も大きい。 toCustomes for so much paid for Custo-
mes on Goods to this DayとL、うものである。
貸方側は， 1708年3月22日づけで10口の記入があるが，これが決定的な額となる。このなか
にキャリコ元帳勘定の収益が 6万 1千余ポンド記入されているが，茶については勘定として独
立しておらなかった。受取利息勘定も 6万ポンド余あるが，これは282丁に InterestAccount 
on the 2 Mi1ionsとLづ勘定からの振替である。損益勘定の主要な記帳はこれで終りとなっ
た。これから 5年余記帳がなされていない。
まことに合同のための準備期であったのだろうか。また旧会社の残務整理がなされた時であ













関係を意識してのものであろうか。この勘定の見出し (heading)は借方ページに Proffitand 













第 1丁には 5個の勘定科目が示されている。まず AdditionalStock for the United Trade 
であり，ついで DeadStockとなって，さらにロンドン会社勘定 (TheGoverner， and Com-
pany of Merchants of London Trading into the East Indies)， The English Company 
Trading to the East Indiesの2勘定があって， Ballance (残高勘定〉がある。
第 3丁には女王 (TheQueens Most Excellent Majes.)勘定と基本資本金 (ThePrincipal 
















E 合同初期 [18世紀初頭〕のC元帳・ D元帳の損益勘定
18世記に入る。合同東インド会社の成立によってアジア貿易は一段の活況を呈する。いよい









C元帳の資本金勘定 (GeneralJoint Stock account)からみてゆこう。これは損益勘定の最
終在高である当期(当帳簿〉純損益が帰属するからである。帳簿の始めの日， 1709年 5月1日










現金支払，銀行利息の現金支払いとか，為替手形の割引きの現金支払L、などで， To Cash， paid 




という仕訳がいくつかなされている。 1709年 5月からはじまる損益勘定記入において， 10年 9
月30日， 11年 3月31日と記入されてくるが， 11年12月31日から;f39164 とLづ金額でなされ，

























第 1丁にある資本金勘定 (TheGeneral Joint Stock account)は奇妙である。これは1714
年7月1日よりはじまるが，借方(Dr.)がわに， rc元帳より繰越しJ(To the Generall Joint 




ら8丁にかけ，そして15了の Pepperand Drug Leger Accountであり，第9丁， 10丁の Tea





























らの振りかえであるが，元帳最終日の1720年 6且30日に，損益勘定の最終記入として byDrug 
Leger advanced on that AccountとL、うような摘要をもって記入されている。収益額の大き
さはキャリコ，茶そして香料の取引の)1固となっている。
D元帳期間の収益は，費用よりも f2480369-12-7大きい。これが純利益であるが，借方側
に記入されてバランスする。これが資本金勘定の貸方に転記されてゆくこととなるが to the 

















出しを消して GeneralMerchandize accountとなっている。 234丁は白丁である。 235丁は損
益勘定の見出しを消して，四つの人名勘定， 236丁も同じで，三つの人名勘定が新たに記入さ
れている。元帳における勘定科目設定の計画性，予定性が出てきていることを知る。




227丁では借方の冒頭に，この元帳の開始日の1750年 7月 1日づけで ToGeneral Joint St司




ついで1750年度の日常記帳に入るが， 1カ月に 2， 3口から 5， 6口の記入であるが， to 
Cash paid..・としづ借方記入が多い。これは
(借方〉損益…・/(貸方〉現金…
と仕訳されるが， 8月31日づけの元帳記入は toCash paid Jnterest on money bor(rowe)d 
というもので， I借金の利子として現金支払L、」というのであった。




貸方側をみると，これは前貸金の回収を収益とするものが多い。 Bythe Owner of the..ー
とし寸船舶所有者勘定が多いが foradv(ance) on dam(age)d goods...…とL寸損耗商品の
前貸分の回収分としてというものであった。
I元帳の損益勘定は 1カ年ごとに締切られている。締切り Bは6月30日である。 7月 1日よ
り翌年の 6月30日までという 1会計年度がここでは成立してL喝。 1751年 6月30日に締切り日
となる。損益勘定はそのように締切られるが， 1750年度においては損費(費用〉分の方が大き
L、，すなわちこの年度は純損失が生じたのである。そこで元帳の損益勘定では借方側には 6月
30日づけで， to General Joint Stock to even this Account...ーとして，金額欄にゼロポン
ドと記す。必要のないことともいえるが，このような記入がある。借方が貸方にくらべて大き
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いので，貸方に差額分を記入して均衡させる。その記入が byGeneral Joint Stock to even 
this Account.一ーとしてA280030-17-7とLづ貸方記入がこれである。これが当期純損失で
あって，資本金勘定の借方に記入される。資本金勘定 CGeneralJoint Stock account)は第1
丁にある。年々，損益勘定は締切られているが，そのほかの勘定はまだ必ずしも締切られてい
ない。
現金勘定についてみよう。第3丁と 4丁に設けられているが， 1750年7月 1日づけで To
General Joint Stock Brought from Leger H…・ーとLづ摘要をもった開始記入が借方になさ
れている。ここからはじまるが，現金勘定の締切りは，形式的には年次ごとになされてはいな
い。借方記入は月末ごとに toSeveral Accounts recCeive)d this Month Ci諸口」の今月分
受取り〉とLづ摘要をもった記入であり，貸方は BySeveral Accounts paid this Month 
(今且分の「諸口」の支払LっとLづ摘要をもってL情。第3丁では54年度の途中で借方，貸
方とも紙面が一杯となって帳簿が締切られて，借方が大き L、ので，バランスをとるために差額
の貸方記入がなされる。その摘要は byNew Account for the Ballance Here of..・(この
金額の残高を新勘定へ繰越す〉となっている。第4丁の借方は，これをうけて ToOld Account 




で，この 1年の合計が記入されている。 52年 6月30日も， 53年 6月30日も同様の集計数値が記
入されている。これは貸方側も同じであって，年次計算思考は出てきている。第4丁は54年度
記入となるが， 55年 6月末日に形式的にも帳簿締切りがなされ， 55年度には同一紙面であるが，
「前勘定よりの繰越しJe ~、う摘要をもった記入からはじまって，形式的にも年次締切りが完
成して， 1年度だけ本格的な年次計算方式が示されてL喝。そして最後に ByGeneral Joint 






































































が私貿易のあがりである。これが勘定的には65丁から68丁まで PrivateTrade Leger account 
(私貿易元帳勘定〉であり， 69丁から72丁までが PrivateTrade accountとなるが， Leger 
という用語が抜けている。しかしこれは相当な量にのぼる。
K元帳には船舶所有者勘定が非常に多くなった。 169丁以下187丁まではこの勘定で， 169丁
のはじめには Ownersof the Hector accountとL、うものが記録されているが，このフォリオ



















帳よりの貸方転記である。 byTea Leger for the Ballance of Profit & Loss in the Tea 



























































47%である。ここでは香料・陶磁器元帳(Drugand China Ware Leger)とLづ名称の勘定で
あるが， 16%の割合を占めた。
いよ¥'J: K元帳最後の年度一一62年度となる。これは1763年 6月30日に締め切られることと
なるが，この年度は完全に欠損となつっている。収益総額は121327180-19-5であり，費用総
額は山2昨 1Htであり，純損失£日44-12ーかあった。
キャリコ元帳勘定の収益は12428802-7-8で， 25%ほどであり，香料元帳勘定は12%である。
茶元帳勘定は12637833-7-1の収益であるが，これは38%ほどであった。費用については 2回
にわたる株主に対する資本利子の支払L、が大む、し，船舶所有者に対しても「利子として」と
L、う摘要が記される取引が多い。
K元帳なかばで，プラッシーの戦いが起った。これは東インド会社の性格をかえて商社の通
商性から植民地経営会社への転換で侵略性を強くする。
費用に配当金元帳勘定の記入高が合まれており，これが相当多額にのぼる。配当とL寸訳語
があてられるが，資本利子的性格である。また，傭船契約が船員所有者勘定としてあらわされ
ている。
収益については，香料，茶，キャリコの三大取引が源泉になるが，この時代は茶取引がその
中心にたつことを知る。取引高が断然多L、。胡淑・香料取引の全盛期ははるか昔になったとい
えるが，まだキャリコ時代にはならない。
むすび
東インド会社の帳簿現存期の前半をここで問題としてきたが，これは東インド会社のイース
ト・インディアへの進出期でもあった。この時代の決算方式は今日とは異なっている。損益勘
定が常設であることで，決算の観念も今日とは異なっている。
今日の決算における締切り手続は第一に日常的な勘定組織の最後に集合損益勘定を設ける。
決算手続きが進むなかであらたな修正勘定が設けられてくるが，最後には，最後の勘定である
残高勘定を設けることとなる。
決算手続きの開始となるが，まず「棚卸」による実地在高と帳簿の在高数値のつけあわせを
行う。ここに実在あり高にてらして修正の必要なものは決算修正記入(決算整理記入〉がなさ
れる。商品の期末棚卸高算定による売上原価の確定からはじまって損益計算に関係した修正記
録で， i適正な」損益計算のためにとらねばならぬ決算手続きであった。
この修E記帳は「大陸法」でも「英米法」でもともになすが，それにつく集合損益勘定への
諸収益，諸費用の勘定の振りかえ，さらに純損益の算出とそれの資本金勘定への振りかえがな
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される。今日，英米法といえどもこの振替記入はなす必要があるというのが，高校の簿記教科
書にかかれている英米法であるが，純粋理論としてはこれも仕訳記帳を省略してしまうことも
考えられよう。ついで決算残高勘定への資産，負債，そして〔当期純損益の加味された〕資本
金の諸勘定の振り替え。これが大陸式締切り方式であるが，決算残高勘定の設定の有無に両方
式の差異があった。
本稿は日常記帳，決算記帳における〔集合〕損益勘定について9 イギリス東インド会社の元
帳にそくして，その性格を問題としてきた。ここでは勘定体系に損費，収益の諸勘定が充分に
位置を占めているとはL、えなかった。費用，収益の名目勘定の存在地位が充分でなかったが，
簿記記帳はきわめて即物的，具体的になされていたのであって，損益勘定を常設勘定をしたの
であった。人的勘定，実在勘定にくらべて名目勘定 (Imaginaryaccounts)の存在が，そして
位置が低い。これが当時の勘定思考でもあろう。
ロンドン東インド会社のC元帳の損益勘定は四つのフォリオに分散している。損益勘定の常
設住はその元帳に占める存在場所からも知れる。損益勘定(名目勘定〉と実在勘定の直接的対
応記入がなされているが，現金勘定と損益勘定との対応的仕訳が多い。損益勘定は抽象的計算
の集計勘定ではなく，日常的な具体的取引の記録勘定であった。
損益勘定の記録勘定から計算勘定への性格転化の過程に名目勘定の地位の向上をみるが，こ
れが勘定理論的にも近代化過程であって，損益計算書も書式として形式的にもととのってくる
のではなかろうか。貸借対照表の展開史にくらへ損益計算書の形成史はあとづけが不充分で
あったが，損益勘定の性格のゆえであろう。
損益計算が期間性をとるといっても， c元帳時代ではその帳簿期聞が一つの決算期間であっ
た。ここではまた決算の意義が結算的であった。期間的区切りの思想は損益計算よりも管理計
算から生れてくる。元帳よりも補助簿にさきに出てくる。これが合同東インド会社のC元帳，
D元帳ーーとくにD元帳からこのことが知られる。合同東インド会社時代，すなわち18世紀に
入って年次思考が出てくるが，また決算は今日ほど重視されていない。これは配当の利子的思
考が背景にあった。
今日では決算手続きのーっとして〔集合1損益勘定記入がなされるのであるが，これが日常
的になされた。これも月末という日にまとめての記入が多くなされているが，年次計算の未確
立時代での帳簿最終日の記入のみではなかった。 I決算」ということが配当可能利益の計算に
関連しておらない。
決算の意義の今日との異なりは，商品売買の記入，商品勘定記入が口別になされていること
にもよる。合同東インド会社となって補助元帳の使用が増大するが，キャリコ，胡淑，茶の取
引が中心であった。本稿までの時代ではまだ阿片問題は重要となっていない。口別商品名商品
勘定の存在，これは東インド会社全史を貫くものであった。
帳簿締切りと決算が必ずしも一致していないところに， 17・8世紀的性格をみるが，損益計
イギリス東インド会社の損益計算方式 43 
算中心思考というよりも，個別的な商品取引の記帳管理に簿記が大きな役割をはたすが，仕訳
帳記帳は重視さるべきであった。
期末記帳に補助簿からの商品売買益の転記がなされてくる。記帳量こそ少ないが，売買損益
の額は大きい。このような記帳が展開するなかで，名目勘定の地位が向上することと相まって
損益勘定がだんだんと巻末におかれるようになってくる。これに対応して損益勘定も年次締切
りがなされる方向をたどって，決算が近代的意味をもってきたのが1750年代であった。
期間計算，これが近代会計の基本的計算方式であるが，会計が行なわれる継続的過程の人為
的区分に「期間」が問題となる。ここで収入・支出の行為による計算と収益・費用としての把
握計算のくし、違いが問題となる。 1帳簿=1期間ではこの問題はあまり認識されてこない。束
インド会社の前半期はこのような状況にあったが， 18世紀のなかばに年次計算が成立し，区分
計算が定期化してくる。区分期間の長さが等しく，決算日が一定してくることが損益計算遂行
の近代化であった。これが合同東インド会社の I元帳， K元帳のなかで展開する。
I元帳， K元帳も損益勘定を中心として多くの勘定が年次締切りがなされている。とくに補
助元帳勘定がそうであるが， しかし資本金勘定は年々の締切りでなく，年次の損益をそれに記
入を重ねてゆくのみで，帳簿最終年の期末に 1回だけ締切るとしづ方式をとっている。両元帳
とも同じであった。 I帳簿締切り」といっても，すべての勘定を締切り手続をするものではな
く，損益算定を中心としてそれによる年次の純損益を算定することが「決算」ということであ
ろう。
I元帳， K元帳の資本金勘定表示から知れるが，多くは純利益が年々算出されているが，年
によっては純損失のときもあるが，この時代の「純損益」は前年分の手続上の加算を本年度に
おいてなすということもあって，今日ほど「適正な」額ではないようであった。
